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（別紙１） 

「USD685･USD590 プレートナット工法」（以下、「本工法」と記す）とは、梁または柱主筋に東

京鉄鋼株式会社および拓南製鐵株式会社が供給するネジ節鉄筋「ネジテツコン」を用い、「ネジテツ

コン」の先端に東京鉄鋼株式会社が供給する定着金物「高強度プレートナット」を接合し、所定の定

着長さをもって柱梁接合部に梁または柱主筋を定着させるものである。 

また、高強度プレートナットにはネジテツコンの節形状に適合した雌ネジが設けられており、螺合す

ることにより高強度プレートナットとネジテツコンを接合する。 

 

1.1. ネジテツコンの適用範囲 

名称など 製造会社 規格・認定番号 種類の記号 呼び名 

USD685 ネジテツコン 
東京鉄鋼 

株式会社 

建設省栃住指発第 42 号 USD685A, USD685B D19, D22, D25, 

D29, D32, D35, 

D38, D41 

USD685B ネジテツコン MSRB-0117 USD685B 

USD590 ネジテツコン MSRB-0019 USD590A, USD590B 

USD590B ネジテツコン 

（拓南製鐵） 

拓南製鐵 

株式会社 
MSRB-0095 USD590B D35, D38, D41 

 

1.2. 適用コンクリートの種類と設計基準強度の範囲       

(1) コンクリート種類：高強度コンクリート          

(2) 設計基準強度(Fc)：45N/mm2～120N/mm2 

 

1.3. 使用する高強度プレートナット 

(1) USD590 用テーパ付き貫通および標準タイプ 

(2) USD685 用テーパ付き貫通および標準タイプ 

(3) USD590 用テーパなし標準タイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ld
ls

ld（プレートナットの定着長さ）

（定着筋の付着長さ）ls

ld
ls

ld
ls

ld
ls

プレートナット
ネジテツコン

標準タイプ

貫通タイプ

ld (高強度プレートナットの定着長さ) 

ls (定着筋の付着長さ) 

ld 

ld 

ld 

 

ld 
 

ls 

ls 

ls 

ls 

高強度プレートナット 



 

3 / 11 

1.4. 適用範囲と設計法 

接合部の種類 図番号 
本工法を適用

する鉄筋 

接合部の設計 
定着部 

の設計 

Psu≧Tdu 

定着長 

ld 

せん断 

設計 

Vju≧Vj 

柱梁強度

比の 

確認(表 1.) 

ト形柱梁接合部 図 3.③ 梁主筋 ○ ○ ○ ≧12dbかつ 3/4Dc 

突出型 L 形 

柱梁接合部 

図 3.① 柱主筋 ○ ―＊1 不要 ≧40dcかつ(3/2)DG 

図 3.① 梁下端主筋 ○ ○ ○ ≧12dbかつ 3/4Dc 

突出型 T 形 

柱梁接合部 
図 3.② 柱主筋 ○ ―＊1 不要 ≧40dcかつ(3/2)DG 

段差梁柱接合部 図 3.④ 梁主筋 ○ ―＊2 ○ ≧12dbかつ 3/4Dc 

ベタ基礎・布基礎 

柱梁接合部 
図 4.⑤ 

梁上端主筋 ○ 
適用除外 

(7 項) 
○ ≧12dbかつ 3/4Dc 

柱主筋 ○ 
適用除外 

(7 項) 
不要 ≧40dc 

杭基礎 

柱梁接合部 
図 4.⑥ 

梁主筋 ○ 
適用除外 

(7 項) 
○ ≧12dbかつ 3/4Dc 

柱主筋 ○ 
適用除外 

(7 項) 
不要 ≧40dc 

耐震壁の付帯柱 図 4.⑦ 

柱主筋 不要 
適用除外 

(7 項) 
○ ≧12dcかつ 3/4DG 

梁下端主筋 不要 
適用除外 

(7 項) 
○ ≧12dbかつ 3/4Dc 

dc：柱の定着鉄筋径（呼び名の数値（mm）） 

＊1 突出型 L形柱梁接合部および突出型 T形柱梁接合部の柱主筋に本工法を適用する場合は定着部が柱

梁接合部の外になるため、本工法の設計指針では、柱梁強度比等の適用範囲を特に規定しない。 

＊2 プレートナット工法設計施工指針に準じ、左右それぞれの梁についてト形柱梁接合部とみなして柱

梁強度比の確認を行えばよいが、このように検討すると柱梁強度比は十分に大きな値が得られるた

め、本工法の設計施工指針では柱梁強度比等の適用範囲を特に規定しない。 

 

 

1.5. 柱梁強度比の適用範囲 

梁曲げ降伏型の柱梁接合部に本工法を使用する場合、下表のすべてを満足すること。 

接合部の種類 柱梁強度比 
接合部せん断補強量 

アスペクト比 
定着 

長さ 

ト形柱梁接合部 
𝑀𝑐𝑢 +𝑀𝑐𝑢′

𝑀𝑏𝑢

≧ 2.2 𝑇ℎ
𝑇𝑦

※1

≧ 2{
1

𝜉𝑟
− 0.85 +

𝑇𝑦
𝑏𝑗𝐷𝑏𝐹𝑐

−
1

4
(
𝑀𝑐𝑢 +𝑀𝑐𝑢′

𝑀𝑏𝑢

𝜉𝑎 − 1)} 0.5※2 ≦
𝐷𝑏
𝐷𝑐

≦ 1.5 𝑙𝑑 ≧
3

4
𝐷𝑐 

突出型 L形 

柱梁接合部＊ 

𝑀𝑐𝑢′

𝑀𝑏𝑢

≧ 2.2 
𝑇ℎ
𝑇𝑦

≧ 0.3 0.5 ≦
𝐷𝑏
𝐷𝑐

≦ 1.5 𝑙𝑑 ≧
3

4
𝐷𝑐 

＊柱主筋を定着長さ 40dc以上、かつ、梁上端から梁せいの 1/2 以上突出させて定着した L 形柱梁接合部の内、

梁下端主筋を本工法で定着した L 形柱梁接合部（図 3.①）。 

※1：𝑇ℎ 𝑇𝑦⁄ の上限値は 0.67 とする。 

※2：アスペクト比が 0.50 未満の場合であっても柱梁強度比がアスペクト比の逆数以上確保す

る場合には、アスペクト比以外の規定を満たした上で本工法を適用してよい。 

 

ここで、 

Mcu，(Mcu') ： 上柱（下柱）の梁フェイスにおける曲げ終局時の柱梁接合部の節点モーメント。

柱の曲げ終局強度は ACI のストレスブロックを用いた断面解析による計算値

とし、DS算定時の軸力を用いる。 
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Mbu ： 梁の柱フェイスにおける曲げ終局時の柱梁接合部の節点モーメント。梁の曲げ

終局強度は ACI のストレスブロックを用いた断面解析による計算値とし、ス

ラブ付き梁の場合はスラブ筋の効果を考慮する。 

Th ： 接合部内で梁の一段目の上端主筋と下端主筋の間に配筋された、柱主筋を拘束

する横補強筋（せん断補強筋）の降伏引張力で下式による。(N) 

 Th=Σawj×σwj 

Σawj ： 接合部内で梁の一段目の上端主筋と下端主筋の間に配筋された、柱主筋を拘束

する横補強筋（せん断補強筋）の断面積の総和。(mm2) 

σwj ： せん断補強筋の基準強度(N/mm2) 

JIS 規格品の場合は規格降伏点の数値、建築基準法第 37 条第二号による高強

度鉄筋の場合は強度指定書の数値を用いるが 785N/mm2を上限とする。 

Ty ： 梁の引張鉄筋の降伏引張力で下式による。(N) 

 Ty=Σat×σy 

Σat ： 梁の引張鉄筋の断面積の総和(mm2) 

σy ： 梁の引張鉄筋の基準強度で規格降伏点の数値(N/mm2) 

𝜉𝑟  ： 柱梁接合部のアスペクト比による接合部降伏強度の補正係数 

𝜉𝑟 = 1 −
1

2
(1 − 2(𝜉 +

1

𝜉
)
−1

) 

𝜉 ： 柱梁接合部有効アスペクト比（= 𝐷𝑗𝑏/𝐷𝑗𝑐） 

𝐷𝑗𝑏 ： 柱梁接合部の有効せい（鉛直方向）(mm) 

𝐷𝑗𝑐 ： 柱梁接合部の有効せい（水平方向）(mm) 

𝑏𝑗 ： 柱梁接合部の有効幅（= 𝑏𝑏 + 𝑏𝑎1 + 𝑏𝑎2）(mm) 

𝑏𝑏 ： 梁幅(mm) 

𝑏𝑎1 ： 𝑏1 2⁄ または𝐷𝑐 4⁄ の小さい方(mm) 

𝑏𝑎2 ： 𝑏2 2⁄ または𝐷𝑐 4⁄ の小さい方(mm) 

𝑏1, 𝑏2 ： 梁両側面からこれに平行する柱側面までの長さ(mm) 

𝐷𝑏 ： 梁せい(mm) 

Fc ： コンクリート設計基準強度(N/mm2) 

Dc ： 柱せい(mm) 

𝜉𝑎 ： 柱の有効せい比（= 𝐷𝑗𝑐 𝐷𝑐⁄ ） 

ld ： USD685・USD590 プレートナット工法の定着長さ(mm) 

 

 

2.1 定着強度の終局強度設計、および柱梁接合部せん断終局強度設計 

(1) 定着強度の終局強度設計・・・Psu＞Tdu 

・ Psu＝・ab・ 

 ＝・std 

＝1.0 

＝1・2・3 

1＝1.0 

2＝0.96＋0.01(C0/db) 

3＝62.5pwjc－1.22pwjc(Fc－27.2)＋1 （pwjc≦0.004 の場合） 
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3＝1.25－0.0051(Fc－27.2) （pwjc＞0.004 の場合） 

pwjc＝awc/(bc・jt) 

cstd F101=  (45≦Fc(N/mm2) ≦60 の場合) 

3200 cstd F=  (60< Fc(N/mm2) ≦120 の場合) 

・ Tdu＝・F・ab 

 

(2) 柱梁接合部のせん断終局強度設計・・・Vju＞Vj 

・ Vju＝・・・Fj・bj・Dj 

01.=  (45≦B(N/mm2)≦60) 

＝0.7（ト形接合部の場合） 

＝1.0（十字形接合部の場合） 

＝0.4（L 形接合部の場合） 

＝0.85（ただし、両側直交梁付柱梁接合部の場合は＝1.0） 

Fj＝0.8×B
0.7 

bj＝bb＋ba1＋ba2 

ba1＝b1/2 または Dc/4 の小さい方 

ba2＝b2/2 または Dc/4 の小さい方 

Dj＝ld（ト形接合部の場合） 

Dj＝Dc（十字形接合部の場合） 

 

ここで、 

Psu ： 側面剥離破壊時定着耐力(N) 

Tdu ： ネジテツコンの実降伏点の上限値を考慮した(1 本の)梁主筋の引張耐力(N) 

 ： 実験値の下限値を保証するための安全率 

ab ： 高強度プレートナットを用いて定着するネジテツコン 1 本あたりの断面積

(mm2) 

1 ： 支圧面積の影響を示す係数 

2 ： 定着筋のかぶり厚さの影響を示す係数 

3 ： 横補強筋による影響を表す係数 

std ： コンクリート強度の影響を考慮した基準軸方向応力度(N/mm2) 

C0 ： 定着筋芯からコンクリート面までの距離(mm) 

db ： 定着筋の呼び名に用いた数値(mm) 

Fc ： コンクリート設計基準強度(N/mm2) 

pwjc ： 梁の上下主筋の重心間距離 jt の区間内に配筋されるフープの内、外周筋の

みによる柱梁接合部の横補強筋比 

awc ： jtの区間に配筋されるフープの内、外周筋の断面積の和(mm2) 

bc ： 柱幅(mm) 

jt ： 梁の上下主筋の重心間距離(mm) 

 ： ネジテツコンの実降伏点の基準強度に対する比を表す係数 

F ： ネジテツコンの基準強度(N/mm2) 

Vj ： 柱梁接合部の設計用せん断力(N) 

Vju ： 柱梁接合部のせん断終局耐力(N) 
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 ： コンクリート強度による補正係数 
 

B ： コンクリート強度(N/mm2)で設計基準強度を用いる 

 ： 接合部の形状による係数（柱梁接合部のせん断終局耐力算定用） 

 ： 直交梁の有無による補正係数 

Fj ： 柱梁接合部のせん断強度の基準値(N/mm2) 

bb ： 梁幅(mm) 

b1，b2 ： 梁両側面からこれに平行する柱側面までの長さ(mm) 

Dj ： 柱梁接合部の有効せい(mm) 

ld ： USD685・USD590 プレートナット工法の定着長さ(mm) 

Dc ： 柱せい(mm) 

 

3.1 高強度プレートナットの品質 

定着鉄筋と定着金物との継手部の耐力は、定着鉄筋に用いるネジテツコン USD685 または

USD590 の基準強度の 1.2 倍以上とする。 

 

3.2 高強度プレートナットの寸法および形状                  (単位:mm) 

サ
イ
ズ 

共通 テーパ寸法 標準タイプ 貫通タイプ 

定着

板径 

R1 

対辺 

 
B 

対角 

 
C 

定着

板厚 

t 

支圧 

面積 

(cm2) 
Ap 

Ap/Ab 

 

(比) 

高さ 

 
h 

幅 

 

w 

全長 

 

L 

ねじ部 

長さ 

L1 

全長 

 

L 

ねじ部 

長さ 

L 

D19 50 32 36 7 16.8 5.85 8 1 47 37 37 37 

D22 55 35 39 8 19.9 5.14 9 2 53 42 42 42 

D25 65 41 46 9 28.1 5.55 10 1.5 59 47 47 47 

D29 75 46 51 10 37.8 5.88 12 2 70 57 57 57 

D32 80 50 54 11 42.3 5.33 13 2.5 76 62 62 62 

D35 90 54 59 13 54.1 5.65 14 3 83 67 67 67 

D38 95 58 63 15 59.5 5.22 15 4 90 72 72 72 

D41 100 63 69 16 65.1 4.86 16 4 96 77 77 77 
支圧面積(Ap)とは支圧板面積(R12×π／4)から定着鉄筋の公称断面積(Ab)を引いたものである 
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※ 当該高強度プレートナットを使用できる鉄筋鋼種を示す識別記号で、USD685 鉄筋に使用できる

ものは「685」が、USD590 鉄筋に使用できるものは「590」がそれぞれ刻印される。 

 

図 1. テーパ付き高強度プレートナット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. テーパなし高強度プレートナット（USD590 用） 
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（別紙２） 
本件は、鉄筋コンクリート造建築物、プレキャスト鉄筋コンクリート造の鉄筋コンクリート構造

部分に用いる柱及び梁の主筋を対象として、ネジふし高強度異形鉄筋端部に、ナットと定着板 (支圧

板)を一体で製造したプレートナットと称する定着板を設ける「ＵＳＤ６８５・５９０プレートナッ

ト工法」に関するものである。 

本工法では、ネジふし異形鉄筋に東京鉄鋼株式会社製の「USD590 ネジテツコン (MSRB-0019)」、

「USD685 ネジテツコン(平成 12 年建設省栃住指発第 42 号）」、もしくは、「USD685B ネジテツ

コン(MSRB-0117)」、あるいは、拓南製鐵株式会社製の「USD590B ネジテツコン(MSRB-0095)」

を、定着板には「高強度プレートナット」をそれぞれ用いる。呼び名は、東京鉄鋼株式会社製にあっ

ては D19 から D41 までの 8 種類としており、拓南製鐵株式会社製にあっては D35 から D41 の 3 種

類としている。 

本件は、「USD685･USD590 プレートナット工法」に関する既評定（ＢＣＪ評定-RC0213-05）の

更新に係るもので、追加・変更事項は以下のとおりである。 

1) 高強度プレートナットを用いて定着することが可能な高強度鉄筋として、拓南製鐵株式会

社製の「USD590B ネジテツコン（MSRB-0019）」を追加 

2) プレートナット工法の最新の既評定に合わせた標準配筋例や作業手順などの変更 

3) 最新の既評定に合わせた不具合時の対応の変更、および、無機及び有機グラウトの製造会

社の追加 

4) 継手作業資格認定証に関する項目の追加 

5) 関連 JIS の改訂、関連指針の改訂、誤りの訂正、表現の訂正等の、設計法の変更を伴わな

い軽微な修正 

 

1-1 評定内容 

申請図書は、「I. 設計施工指針」、「II. 製造基準」、「III. 実験資料」からなり、本工法の適用

範囲、設計法、施工法および製造・施工の品質管理法が定められている。それらの主な変更点は以下

のとおり。 

 

Ⅰ．USD685･USD590 プレートナット工法の設計施工指針 

  1 章 総則 

2 条 USD685･USD590 プレートナット工法概要 

・ 標準配筋例において、基礎梁において主筋を杭基礎におけるフーチング内に定着する

場合に定着具の位置を柱主筋の外側とするよう変更している。 

・ 十字形柱梁接合部において、柱に取り付く左右の梁が水平にずれていて一部の梁主筋

が通し配筋とできない場合の梁主筋の柱梁接合部内の定着について解説を追記してい

る。 

  2 章 材料 

4 条 使用材料 

・ 高強度プレーナットを用いて定着する鉄筋に、拓南製鐵株式会社が製造する高強度異

形棒鋼「USD590B ネジテツコン (MSRB-0095)」を追加している。呼び名は、D35

から D41 の 3 種類としている。 

6 章 施工要領 

 12 条 施工要領 

・ 標準作業手順を示す解図 12-1 において、責任者と作業担当者の役割分担を追記してい

る。 

・ 施工機器の例を示す解図 12-2 に新たな機器名を追加している。 

・ 施工の手順に、材料および施工器具の確認に関する記述を追加している。 

・ 不具合発生時の処理に関する解図 12-18 の対応フローに、品質保証委員会の開催の頻

度と参加部署および事務局の構成を追記している。 

・ 作業資格者に発行される継手作業資格認定証の取り扱いについて追記している。 

 

II．USD685･USD590 プレートナット工法の製造基準 

  1 章 鉄筋の製造基準 

・ 高強度プレーナットを用いて定着する鉄筋に、拓南製鐵株式会社が製造する高強度異
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形棒鋼「USD590B ネジテツコン (MSRB-0095)」の種類及び記号、化学成分、機械

的性質、寸法形状、質量の許容差などを追加している。 

・ 高強度ネジテツコンの製造工程および管理項目に関して、拓南製鐵株式会社が製造す

る高強度異形棒鋼 USD590B の QC 工程表を追加している。 

  3 章 無機グラウトの製造基準 

・ 本工法で使用される無機グラウトのトーテツグラウトの製造会社は、株式会社エービ

ーシー商会もしくは太平洋マテリアル株式会社とすることを追記している。 

  4 章 有機グラウトの製造基準 

・ 本工法で使用される有機グラウトのトーテツエポキシの製造会社は、三洋化成工業株

式会社もしくは旭化成株式会社とすることを追記している。 

 

  1-2 本評定で特に検討された事項 

1) 評定取得後の実績を適用事例に関する実績資料により確認した。 

2)  提出された拓南製鐵株式会社製の「USD590B ネジテツコン(MSRB-0095)」と 590 プレー

トナットを組み合わせた場合の引き抜き試験結果により、必要な所定の性能が得られているこ

とを確認した。 

3) 記号の訂正およびその他の軽微な字句の訂正の妥当性を検討した。 

 

以上 


